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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に超音波を送信して受信した信号を用いて被検体の任意断面の断層像を生成す
る断層像構成部と、前記信号を処理して弾性を表す弾性値の2次元弾性像を前記任意断面
について生成する2次元弾性像構成部と、前記信号を処理して前記被検体の所定部位の3次
元像を生成する3次元像生成部と、前記信号を処理して前記被検体の所定部位の弾性値の3
次元弾性像を生成する3次元弾性像生成部と、
　前記任意断面についての前記断層像と前記2次元弾性像とを第1の合成割合で加算して任
意断面合成画像を生成する任意断面合成画像生成部と、
　前記所定部位の前記3次元像と前記3次元弾性像とを第2の合成割合で加算して3次元合成
画像を生成する3次元合成画像生成部と、
　前記任意断面合成画像と前記3次元合成画像とを並べて表示させる表示制御部と、
　操作者から前記第1の合成割合および第2の合成割合の設定を受け付ける操作部とを有す
ることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項1に記載の超音波診断装置において、前記操作部は、受け付けた前記第1の合成割
合および第2の合成割合を前記任意断面合成画像生成部および前記3次元合成画像生成部に
それぞれ設定することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項1に記載の超音波診断装置において、前記表示制御部は、前記任意断面合成画像
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および前記3次元合成画像に、前記第1の合成割合および第2の合成割合を示すインジケー
タをそれぞれ表示することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項1に記載の超音波診断装置において、前記操作部は、前記第1の合成割合および第
2の合成割合のうち一方の合成割合の変更を受け付けた場合、他方の合成割合を連動させ
て変更することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項1に記載の超音波診断装置において、前記任意断面合成画像生成部は、複数の任
意断面についての任意断面合成画像をそれぞれ生成し、
　前記操作部は、前記複数の任意断面ごとに前記第1の合成割合の設定を受け付け、前記
任意断面合成画像生成部は、前記複数の任意断面ごとに設定された前記第1の合成割合で
合成画像を生成することを特徴とすることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項5に記載の超音波診断装置において、前記操作部は、前記複数の任意断面の前記
任意断面合成画像のうち１以上の画像の選択と、選択された前記任意断面合成画像の前記
合成割合の変更を操作者から受け付け、
　前記任意断面合成画像生成部は、変更後の前記合成割合を用いて前記選択された前記任
意断面合成画像を生成することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
　被検体内に超音波を送信して受信した信号を用いて生成したボリュームデータを用いて
、前記被検体の複数の任意断面について断層像を生成する断層像構成部と、前記ボリュー
ムデータを用いて、弾性を表す弾性値の2次元弾性像を前記複数の任意断面について生成
する2次元弾性像構成部と、複数の前記任意断面ごとに、前記断層像と前記2次元弾性像と
を設定された合成割合で加算して任意断面合成画像を生成する任意断面合成画像生成部と
、複数の前記任意断面の前記任意断面合成画像を並べて表示させる表示制御部と、操作者
から複数の前記任意断面ごとに前記合成割合の設定を受け付ける操作部とを有することを
特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
　請求項7に記載の超音波診断装置において、前記操作部は、前記複数の任意断面の前記
任意断面合成画像のうち１以上の画像の選択と、選択された前記任意断面合成画像の前記
合成割合の変更を操作者から受け付け、
　前記任意断面合成画像生成部は、変更後の前記合成割合を用いて前記選択された前記任
意断面合成画像を生成することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項９】
　被検体内に超音波を送信して受信した信号を用いて被検体の任意断面の断層像を生成す
る工程と、
　前記信号を処理して弾性を表す弾性値の2次元弾性像を前記任意断面について生成する
工程と、
　前記信号を処理して前記被検体の所定部位の3次元像を生成する工程と、
　前記信号を処理して前記被検体の所定部位の弾性値の3次元弾性像を生成する工程と、
　前記任意断面についての前記断層像と前記2次元弾性像とを、操作者から受け付けた第1
の合成割合で加算して任意断面合成画像を生成する工程と、
　前記所定部位の前記3次元像と前記3次元弾性像とを操作者から受け付けた第2の合成割
合で加算して3次元合成画像を生成する工程と、
　前記任意断面合成画像と前記3次元合成画像とを並べて表示装置に表示させる工程とを
有することを特徴とする超音波画像表示方法。
【請求項１０】
　コンピュータに、
　被検体内に超音波を送信して受信した信号を用いて前記被検体の任意断面の断層像を生
成させる工程と、
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　前記信号を処理して弾性を表す弾性値の2次元弾性像を前記任意断面について生成させ
る工程と、
　前記信号を処理して前記被検体の所定部位の3次元像を生成させる工程と、
　前記信号を処理して前記被検体の所定部位の弾性値の3次元弾性像を生成させる工程と
、
　前記任意断面についての前記断層像と前記2次元弾性像とを、操作者から受け付けた第1
の合成割合で加算して任意断面合成画像を生成させる工程と、
　前記所定部位の前記3次元像と前記3次元弾性像とを操作者から受け付けた第2の合成割
合で加算して3次元合成画像を生成させる工程と、
　前記任意断面合成画像と前記3次元合成画像とを並べて表示装置に表示させる工程と
を実行させるための超音波画像表示用プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波を利用して被検体内の診断部位について超音波画像を表示する超音波
診断装置に関し、特に、被検体の断層像と、被検体の生体組織の硬さを示す3次元弾性画
像とを表示することのできる超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、特許文献1のように、超音波を被検体内に送波し、その反射波から
生体組織の超音波反射エコー信号を受信し、信号処理を施すことにより、超音波反射率を
輝度とする診断部位の白黒断層像を生成することができる。また、複数の白黒断層像から
3次元ボリュームデータを生成し、これをレンダリングすることにより白黒3次元像を生成
し、表示することもできる。また、特許文献1には、診断部位の硬さを表す弾性値(歪や弾
性率等)を色相で表す2次元弾性像および3次元弾性像を得る手法も開示されている。
【０００３】
　特許文献2には、白黒3次元像を生成する際に、硬い組織がより不透明に、軟らかい組織
がより透明になるように生成することにより、白黒3次元像に3次元弾性像を重ねて表示し
た場合に、硬い部位あるいは軟らかい部位の形状や容積を直感的に認識できるようにする
手法が示されている。また、特許文献2には、白黒断層像の3次元ボリュームデータから任
意の断面を切り出すことにより、任意断面の白黒断層像を生成し、表示する方法も開示さ
れている。
【０００４】
　特許文献3には、白黒断層像と2次元弾性像とを設定された割合で加算することにより合
成画像を表示し、一枚の画像から組織の構造情報と弾性情報を得る技術が開示されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開2008-259605号公報
【特許文献２】米国特許第006413219号明細書
【特許文献３】特開2004-135929号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　白黒3次元像(3次元像)と3次元弾性像を適切な合成割合で重ねた画像は、診断部位の3次
元の構造情報と弾性情報とを同時に把握することができる。また、任意断面の白黒断層像
と2次元弾性像とを重ねた画像は、任意断面の2次元の構造情報と弾性情報とを同時に把握
することができる。よって、白黒3次元像と3次元弾性像の合成画像を、任意断面の白黒断
層像と2次元弾性像の合成画像と並べて同時に表示することができれば、3次元の合成像で
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全体を把握しつつ、関心の部位については任意断面の合成画像で内部の構造と弾性情報を
把握することが可能になる。
【０００７】
　白黒3次元像と3次元弾性像との重畳画像は、両方の画像を認識できるように適切な合成
割合で重ねたものであることが必要である。任意断面の白黒断層像と2次元弾性像の合成
割合についても同様である。このとき、3次元像は、断層像と画像の構築方法とが異なる
ため、3次元像に適切な合成割合は、弾性像に適切な合成割合とは異なる。
【０００８】
　本発明の目的は、複数種類の合成画像を並べて表示し、被検体内の構造把握と、生体組
織の弾性の把握が可能な超音波診断装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の第1の態様によれば、以下のような超音波診断装
置が提供される。すなわち、この超音波診断装置は、被検体内に超音波を送信して受信し
た信号を用いて被検体の任意断面の断層像を生成する断層像構成部と、前記信号を処理し
て弾性を表す弾性値の2次元弾性像を前記任意断面について生成する2次元弾性像構成部と
、前記信号を処理して被検体の所定部位の3次元像を生成する3次元像生成部と、前記信号
を処理して被検体の所定部位の弾性値の3次元弾性像を生成する3次元弾性像生成部と、任
意断面について該断層像と2次元弾性像とを第1の合成割合で加算して任意断面合成画像を
生成する任意断面合成画像生成部と、所定部位の3次元像と3次元弾性像とを第2の合成割
合で加算して3次元合成画像を生成する3次元合成画像生成部と、任意断面合成画像と3次
元合成画像とを並べて表示させる表示制御部と、操作者から第1の合成割合および第2の合
成割合の設定を受け付ける操作部とを有する。
【００１０】
　操作部は、任意断面合成画像生成部および3次元合成画像生成部に、受け付けた第1の合
成割合および第2の合成割合を設定する構成とすることができる。表示制御部は、任意断
面合成画像および3次元合成画像に、第1の合成割合および第2の合成割合を示すインジケ
ータを表示する構成とすることも可能である。また、操作部が、第1の合成割合および第2
の合成割合のうち一方の合成割合の変更を受け付けた場合、他方の合成割合を連動させて
変更する構成とすることも可能である。
【００１１】
　任意断面合成画像生成部は、複数の任意断面についての任意断面合成画像を生成する構
成とすることが可能であり、この場合、操作部は、複数の任意断面ごとに第1の合成割合
の設定を受け付け、任意断面合成画像生成部は、複数の任意断面ごとに設定された第1の
合成割合で合成画像を生成する構成とすることができる。さらに操作部は、複数の任意断
面の任意断面合成画像のうち1以上の画像の選択と、選択された任意断面合成画像の合成
割合の変更を操作者から受け付ける構成とすることが可能であり、この場合任意断面合成
画像生成部は、変更後の合成割合を用いて選択された任意断面合成画像を生成することが
できる。
【００１２】
　また、本発明の第2の態様によれば、以下のような超音波診断装置が提供される。すな
わち、この超音波診断装置は、被検体の複数の任意断面について断層像を生成する断層像
構成部と、信号を処理して弾性を表す弾性値の2次元弾性像を複数の任意断面について生
成する2次元弾性像構成部と、複数の任意断面ごとに、断層像と2次元弾性像とを設定され
た合成割合で加算して任意断面合成画像を生成する任意断面合成画像生成部と、複数の前
記任意断面の任意断面合成画像を並べて表示させる表示制御部と、複数の任意断面ごとに
合成割合の設定を受け付ける操作部とを有する。
【００１３】
　また、本発明の第3の態様によれば、以下のような超音波画像の表示方法が提供される
。すなわち、この方法は、被検体内に超音波を送信して受信した信号を用いて被検体の任
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意断面の断層像を生成する工程と、前記信号を処理して弾性を表す弾性値の2次元弾性像
を任意断面について生成する工程と、前記信号を処理して被検体の所定部位の3次元像を
生成する工程と、前記信号を処理して被検体の所定部位の弾性値の3次元弾性像を生成す
る工程と、任意断面についての断層像と2次元弾性像とを、操作者から受け付けた第1の合
成割合で加算して任意断面合成画像を生成する工程と、所定部位の3次元像と3次元弾性像
とを操作者から受け付けた第2の合成割合で加算して3次元合成画像を生成する工程と、任
意断面合成画像と3次元合成画像とを並べて表示装置に表示させる工程とを有する。
【００１４】
　また、本発明の第4の態様によれば、以下のような超音波画像表示用プログラムが提供
される。すなわち、コンピュータに、被検体内に超音波を送信して受信した信号を用いて
前記被検体の任意断面の断層像を生成させる工程と、前記信号を処理して弾性を表す弾性
値の2次元弾性像を任意断面について生成させる工程と、前記信号を処理して被検体の所
定部位の3次元像を生成させる工程と、前記信号を処理して被検体の所定部位の弾性値の3
次元弾性像を生成させる工程と、任意断面についての断層像と2次元弾性像とを、操作者
から受け付けた第1の合成割合で加算して任意断面合成画像を生成させる工程と、所定部
位の3次元像と3次元弾性像とを操作者から受け付けた第2の合成割合で加算して3次元合成
画像を生成させる工程と、任意断面合成画像と3次元合成画像とを並べて表示装置に表示
させる工程とを実行させるための超音波画像表示用プログラムである。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、断層画像と2次元弾性画像の合成割合を画像毎に設定し、最適な設定
で合成された複数の画像を同時表示可能となり、複数の画像から被検体内の構造把握と生
体組織の硬さ認識を容易に行うことができる。よって、効率的な診断につながる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の超音波診断装置の全体構成を示すブロック図。
【図２】図1の装置の合成画像処理部127の詳しい構成を示すブロック図。
【図３】図1の装置の合成画像処理部127の動作を示すフローチャート。
【図４】図1の装置の操作部129の操作パネルの斜視図と、トグルスイッチ21の拡大斜視図
。
【図５】図1の装置の操作部129の操作パネルの斜視図と、MPR画像・3次元像選択スイッチ
の拡大図。
【図６】実施形態1の合成画像の例を示す説明図。
【図７】比較例の合成画像の例を示す説明図。
【図８】実施形態2の合成画像の例を示す説明図。
【図９】実施形態3の合成画像の例を示す説明図。
【図１０】実施形態4の合成画像の例を示す説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の一実施形態の超音波診断装置を添付図面に基づいて説明する。
【００１８】
　(実施形態1)
　本実施形態においては、被検体の所定断面における組織の超音波反射率の分布を示すＢ
モード像を白黒断層像、白黒断層像のデータから構成したボリュームデータをレンダリン
グした2次元投影像を3次元像、被検体の組織の弾性を表す弾性値の所定断面における2次
元分布を示す像を2次元弾性像、2次元弾性像のデータから構成したボリュームデータをレ
ンダリングした2次元投影像を3次元弾性像という。
【００１９】
　図1は本発明における実施形態1の超音波診断装置の構成を示すブロック図である。図1
に示すように、超音波診断装置101には被検体102に接触させて用いる超音波探触子103と
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、超音波探触子103を介して被検体に時間間隔をおいて超音波を繰り返し送信する送信部1
04と、被検体から発生する時系列の反射エコー信号を受信する受信部105と、送信部と受
信部を制御する送受信制御部106と、受信部で受信された反射エコーを整相加算する整相
加算部107と、圧力計測部110と、圧迫制御部111と、モータ制御部112が備えられている。
【００２０】
　超音波探触子103は、長軸方向に列状または扇形に配列された複数の振動子と、複数の
振動子を配列方向と直交する方向(短軸方向)に機械的に走査するモータと、振動子を被検
体102の体表で上下方向に移動させて被検体102を自動圧迫する圧迫機構と、圧力センサと
を備えている。モータは、モータ制御部112により制御される。圧迫機構は、圧迫制御部1
11により制御される。圧力センサの出力は、圧力計測部110により計測される。
【００２１】
　超音波探触子103は、モータ制御部112の制御によりモータで振動子を短軸方向に移動さ
せながら、振動子から被検体102に超音波を送受信することにより、被検体102に対して超
音波を3次元にスキャンし、データを収集することができる。また、圧迫制御部111の制御
により圧迫機構が振動子を上下動させることにより、被検体102を加圧しながら超音波を
送受信でき、後述する処理により被検体の弾性情報を取得できる。圧迫により被検体102
に加わっている圧力は、圧力センサが検出し、圧力計測部110がその出力を計測する。モ
ーター制御部112は、圧迫制御部111により加圧している時は静止するように制御される。
【００２２】
　なお、超音波探触子103として、複数の振動子が超音波送受面に長軸方向のみならず、
短軸方向にも複数列(1～kチャンネル)配列された2次元アレイを用いることにより、振動
子をモータで機械的に振ることなく、超音波を3次元に送受信する構成としてもよい。ま
た、操作者が手動で超音波探触子103を短軸方向に移動させることにより、3次元に送受信
してもよい。さらに、超音波探触子103が2次元アレイの場合は、超音波送受面の曲率に沿
った短軸方向、もしくは電子フォーカスによって生成した短軸方向の超音波ビームを走査
して、3次元超音波データを収集することも可能である。
【００２３】
　送信部104は、超音波探触子103を駆動して超音波を発生させるための送波パルスを生成
するとともに、送信される超音波の収束点をある深さに設定する機能を有している。また
、受信部105は、超音波探触子103で受信した反射エコー信号について所定のゲインで増幅
してRF信号すなわち受波信号を生成する。整相加算部107は、受信部105で増幅されたRF信
号を入力して位相制御し、一点又は複数の収束点に対し超音波ビームを形成してRF信号フ
レームデータを生成する。
【００２４】
　さらに、超音波診断装置101は、RFフレームデータから超音波反射率を輝度とする診断
部位の白黒断層像および3次元像を生成するための構成として、断層像構成部108、白黒ス
キャンコンバータ109、断層像フレームメモリ118、断層像座標変換部121、ボリュームレ
ンダリング部124、および、任意断面断層像構成部120を備えている。これに加えて、RF信
号フレームデータから2次元弾性像および3次元弾性像を生成するための構成として、RF信
号フレームデータ選択部113、変位計測部114、弾性情報演算部115、弾性像構成部116、弾
性像スキャンコンバータ117、弾性像フレームメモリ119、弾性像座標変換部123、ボリュ
ームレンダリング部125、および、任意断面弾性像構成部122を備えている。
【００２５】
　また、超音波診断装置には、操作者からの設定を受け付ける操作部129と、操作者から
設定された合成画像の生成時の合成割合を設定する合成割合設定部126と、合成画像を設
定された合成割合で生成する合成画像処理部127と、画像表示部128とが備えられている。
【００２６】
　断層画像構成部108は、整相加算部107からのRF信号フレームデータを入力してゲイン補
正、ログ圧縮、検波、輪郭強調、フィルタ処理等の信号処理を行い、断層像フレームデー
タを得る。また、白黒スキャンコンバータ109は座標変換器と、変換された複数の断層像
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フレームデータを時系列に記憶するフレームメモリと、制御コントローラとで構成されて
いる。この白黒スキャンコンバータ109は、フレームメモリに格納された被検体内の断層
像フレームデータを1画像として取得し、取得した断層像フレームデータをテレビ同期で
読み出し、断層像フレームデータを画像表示部128に合わせて座標変換を行うものである
。
【００２７】
　断層像フレームメモリ118は、白黒スキャンコンバータ109から出力される断層像のフレ
ームデータを少なくとも1ボリューム分格納する。この時、圧迫制御部111から圧迫位置情
報を取得し、ボリューム中の全ての短軸方向のスキャン位置において、同じ加圧位置のフ
レームを加圧中のフレームの中から選択して保存する。この加圧位置は任意に指定が可能
である。
【００２８】
　断層像座標変換部121は、1ボリューム分の断層フレームデータを短軸方向移動量に応じ
て再配置する座標変換を行い、断層像の3次元ボリュームデータを生成する。生成された3
次元ボリュームデータは、断層像フレームメモリ118に格納される。
【００２９】
　ボリュームレンダリング部124は、2次元投影面上の各ピクセルへ向けた視線方向に存在
するボリュームデータに対し、ボリュームレンダリング、最大値投影、最小値投影、平均
処理のいずれか1つを行うことにより、3次元像を生成する。
【００３０】
　例えば、ボリュームレンダリング部124は、断層像座標変換部121が生成した3次元ボリ
ュームデータを、次式(1)～(3)により輝度と不透明度に基づきボリュームレンダリングす
ることにより、被検体の診断部位の3次元像(3次元ボリュームデータの2次元投影像)を構
成する。投影方向(視線方向)は、操作部129が操作者から受け付ける。
【００３１】
　Cout(i)＝Cout(i-1)＋(1-Aout(i-1))・A(i)・C(i)・S(i)　・・・(1)
　Aout(i)＝Aout(i-1)＋(1-Aout(i-1))・A(i)　　　　　　　・・・(2)
　A(i)＝Bopacity[C(i)]　　　　　　　　　　　　　　　　 ・・・(3)
　式(1)において、Cout(i)は、2次元投影面のピクセル値として出力される値である。C(i
)は、2次元投影面上のある点から3次元像を見た場合、視線上i番目(ただし、i＝0～N-1)
に存在するボクセルの輝度値である。なお、ここでいうボクセルとは、3次元ボリューム
データを構成する個々の輝度データの位置をいう。視線上にN個のボクセルが並んでいる
とき、i＝0～N-1までのボクセルの輝度値を式(1)に従って積算した輝度値Cout(N-1)が最
終的に出力されるピクセル値となる。Cout(i-1)は、ボクセルi-1番目までの積算値を示す
。
【００３２】
　式(1)のA(i)は、視線上i番目に存在するボクセルの不透明度であり、0～1．0の値であ
る。不透明度A(i)は、式(3)のように、予め定められた輝度値C(i)と不透明度(Opacity)と
の関係を定めたテーブル(Bopacity[C(i)])を参照することにより、または予め定められた
輝度値C(i)と不透明度との関係を定めた関数(Bopacity[C(i)])に輝度値C(i)を代入するこ
とによって、ボクセルの輝度値の大きさに応じて定められる。例えば、輝度値の大きなボ
クセルには、大きな不透明度が付与される。このように不透明度を輝度値に応じて付与す
ることにより、出力する2次元投影面の輝度値Cout(N-1)への、そのボクセルの輝度値C(i)
の寄与率を決定する。
【００３３】
　式(2)のAout(i)は、式(3)により付与された不透明度A(i)を、i番目のボクセルまで式(2
)の右辺に従って積算した値である。式(1)では、式(2)のようにして計算されるi-1番目の
ボクセルまでの不透明度の積算値Aout(i-1)を用いる。式(2)から明らかなように、Aout(i
)は、ボクセルを通過するたびに積算され1.0に収束される。よって、上記(1)に示される
ようにi-1番目までの不透明度の積算値Aout(i-1)が約1.0となった場合、式(1)の右辺第2
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項は0となり、i番目以降の輝度値C(i)は、出力される2次元投影像(3次元)に反映されない
。なお、Cout(i)、Aout(i)は、ともに0を初期値とする(i=0の場合)。
【００３４】
　式(1)のS(i)は、陰影付けのための重み付け成分であり、輝度値C(i)とその周辺の輝度
値より求めた、輝度値の勾配から算定される。例えば、i番目のボクセルを中心とした面(
輝度値の勾配)の法線が、予め定めた光源の光軸と一致する場合、光をもっとも強く反射
するため、予め定められたテーブルや関数に基づいて、ボクセルiにはS(i)として1.0が付
与され、光源と法線が直交する場合にはS(i)として0.0が付与される。これにより、得ら
れる2次元投影像に陰影をつけ、強調効果を与える。
【００３５】
　任意断面断層像構成部120は、断層像フレームメモリ118内のボリュームデータを読み出
し、任意断面の断層像(断層MPR画像)を生成する。任意断面位置は複数設定でき、任意断
面断層像構成部120は、複数の任意断面位置に対してそれぞれ白黒断層像を生成する。任
意断面の位置および数(生成する断層像の数)は、操作部129が操作者から受け付け、任意
断面断層像構成部120に設定する。
【００３６】
　一方、RFフレームデータ選択部113は、整相加算部107からの複数のRF信号フレームデー
タを格納し、格納されたRF信号フレームデータ群から1組すなわち2つのRF信号フレームデ
ータを選択する。例えば、整相加算部107から時系列すなわち画像のフレームレートに基
づいて生成されるRF信号フレームデータをRFフレームデータ選択部113に順次記憶し、記
憶されたRF信号フレームデータ(N)を第1のデータとして選択すると同時に、時間的に過去
に記憶されたRF信号フレームデータ群(N-1、N-2、N-3…N―M)の中から1つのRF信号フレー
ムデータ(X)を選択する。なお、ここでN、M、XはRF信号フレームデータに付されたインデ
ックス番号であり、自然数とする。
【００３７】
　変位計測部114は、選択された1組のデータすなわちRF信号フレームデータ(N)及びRF信
号フレームデータ(X)から1次元或いは2次元相関処理を行って、断層画像の各点に対応す
る生体組織における変位や移動ベクトルすなわち変位の方向と大きさに関する1次元又は2
次元変位分布を求める。ここで、移動ベクトルの検出にはブロックマッチング法を用いる
。ブロックマッチング法とは、画像をN×N画素からなるブロックに分け、関心領域内のブ
ロックに着目し、着目しているブロックに最も近似しているブロックを前のフレームから
探し、これを参照して予測符号化すなわち差分により標本値を決定する処理を行うもので
ある。
【００３８】
　弾性情報演算部115は、変位計測部114から出力される移動ベクトルに基づいて、所定の
演算を行うことにより、断層画像上の各点に対応する生体組織の弾性値を演算し、弾性値
に基づいて弾性画像信号すなわち弾性フレームデータを生成するものである。ここでいう
弾性値とは、被検体102の組織の弾性を表す値であればよく、一例としては歪み、弾性率
、変位、粘性、歪み比等が挙げられる。
【００３９】
　例えば、歪みのデータは、生体組織の移動量例えば変位を空間微分することによって算
出される。また、弾性率のデータは、圧力計測部110から出力される圧力の変化を歪みの
変化で除することによって計算される。例えば、変位計測部114により計測された変位をL
(X)、圧力計測部121により計測された圧力をP(X)とすると、歪み△S(X)は、L(X)を空間微
分することによって算出することができるから、△S(X)＝△L(X)／△Xという式を用いて
求められる。また、弾性率データのヤング率Ym(X)は、Ym＝(△P(X))／△S(X)という式に
よって算出される。このヤング率Ymから断層画像の各点に相当する生体組織の弾性率が求
められるので、2次元の弾性画像データを連続的に得ることができる。なお、ヤング率と
は、物体に加えられた単純引張り応力と、引張りに平行に生じるひずみに対する比である
。
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【００４０】
　弾性画像構成部116は、弾性情報演算部115から時系列に出力される弾性フレームデータ
に対し画像処理を行うものである。弾性像スキャンコンバータ117は、座標変換器とフレ
ームメモリと制御コントローラで構成され、弾性情報演算部115からの出力をフレームメ
モリへ格納する。弾性像スキャンコンバータ117はフレームメモリに格納した弾性像フレ
ームデータを1画像としてテレビ同期で読み出し、画像表示部128に合わせて座標変換を行
う。
【００４１】
　弾性像スキャンコンバータ117から出力されるカラー弾性像のフレームデータは、弾性
像フレームメモリ119に少なくとも1ボリュームデータ分格納される。弾性像座標変換部12
3は、1ボリューム分の弾性フレームデータを短軸方向移動量に応じて再配置する座標変換
を行い、弾性像の3次元ボリュームデータを作成する。
【００４２】
　ボリュームレンダリング部125は、2次元投影面上の各ピクセルへ向けた視線方向に存在
するボリュームデータに対し、ボリュームレンダリング、最大値投影、最小値投影、平均
処理のいずれか1つを行って3次元弾性像を生成する。
【００４３】
　例えば、ボリュームレンダリング部42は、弾性像の3次元ボリュームデータについて次
式(4)～(6)を用い、弾性値と不透明度に基づきボリュームレンダリングする。投影方向(
視線方向)は、操作部129を介して操作者から受け付ける。
【００４４】
　Eout(i)＝Eout(i-1)＋(1-Aout(i-1))・A(i)・E(i)・S(i)　・・・(4)
　Aout(i)＝Aout(i-1)＋(1-Aout(i-1))・A(i)　　　　　　　・・・(5)
　A(i)＝Eopacity[E(i)]　　　　　　　　　　　　　　　　 ・・・(6)
　式(4)において、Eout(i)は、投影面のピクセル値として出力される値である。E(i)は、
2次元投影面上のある点から3次元弾性画像を見た場合の視線上i番目(ただし、i＝0～N-1)
に存在するボクセルの弾性値である。視線上にNボクセルの弾性値が並んだとき、i＝0～N
-1まで弾性値を式(4)に従って積算した積算値Eout(N-1)が、最終的に出力されるピクセル
値となる。Eout(i-1)はi-1番目までの積算値を示す。
【００４５】
　式(4)のA(i)は、視線上i番目に存在するボクセルの不透明度であり、0～1．0の値であ
る。不透明度A(i)は、式(6)のように、予め定められた弾性値E(i)と不透明度(Opacity)と
の関係を定めたテーブル(Eopacity[E(i)])を参照することにより、または予め定められた
弾性値E(i)と不透明度との関係を定めた関数(Eopacity[E(i)])に弾性値E(i)を代入するこ
とによって、ボクセルの弾性値の大きさに応じて定められる。
【００４６】
　式(5)のAout(i)は、式(6)により付与された不透明度A(i)を、i番目のボクセルまで式(5
)の右辺に従って積算した値である。式(4)では、式(5)のようにして計算されるi-1番目の
ボクセルまでの不透明度の積算値Aout(i-1)を用いる。式(5)から明らかなように、Aout(i
)は、ボクセルを通過するたびに積算され1.0に収束される。よって、上記(4)に示される
ようにi-1番目までの不透明度の積算値Aout(i-1)が約1.0となった場合、式(4)の右辺第2
項は0となり、i番目以降の弾性値E(i)は、出力される2次元投影像(3次元)に反映されない
。なお、Eout(i)、Aout(i)は、ともに0を初期値とする(i=0の場合)。
【００４７】
　式(4)のS(i)は、陰影付けのための重み付け成分であり、弾性値E(i)とその周辺の弾性
値より求めた、弾性値の勾配から算定される。例えば、i番目のボクセルを中心とした面(
弾性値の勾配)の法線が、予め定めた光源の光軸と一致する場合、光をもっとも強く反射
するため、予め定められたテーブルや関数に基づいて、ボクセルiにはS(i)として1.0が付
与され、光源と法線が直交する場合にはS(i)として0.0が付与される。これにより、得ら
れる2次元投影像に陰影をつけ、強調効果を与える。
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【００４８】
　任意断面弾性像構成部122は、弾性像フレームメモリ119に格納されている弾性像のボリ
ュームデータから任意断面の切り出し処理を行い、任意断面の2次元弾性像(弾性MPR画像)
を出力する。任意断面位置は複数設定でき、任意断面断層像構成部122は、複数の任意断
面位置に対してそれぞれ2次元弾性像を生成する。任意断面の位置および数(生成する2次
元弾性像の数)は、操作部129が操作者から受け付け、任意断面弾性像構成部122に設定す
る。
【００４９】
　つぎに、合成画像処理部127について、図2を用いて詳しく説明する。合成画像処理部12
7は、図2のように、断層MPRカラー変換部31と、弾性MRPカラー変換部32と、3次元像カラ
ー変換部33と、3次元弾性像カラー変換部34と、MPR画像合成部35と、3次元像合成部36と
、並列配置部37とを備えている。実際には、合成画像処理部127は、CPUとメモリを有し、
メモリに格納されたプログラムをCPUが読み込んで、図3のフローに示したカラー変換処理
や合成処理を実行し、必要に応じてメモリの所定領域に格納することにより、各部の動作
を実現する。
【００５０】
　断層MPRカラー変換部31は、任意断面断層像構成部120が生成した1以上の任意断面断層
像(断層MPR画像)を受け取ってRGBカラー変換を行う(ステップ61)。すなわち、任意断面断
層像構成部120が生成した断層MPR画像は、ピクセル値が輝度情報の白黒画像であるので、
カラー画像である2次元弾性像と重畳するために、カラー断層像に変換する。
【００５１】
　なお、ここでは、任意断面断層像構成部120が、操作者が設定した任意の位置の直交3断
面の断層像41，42，43を生成する場合を例に説明する。直交3断面の断層像41，42，43は
、図2のように所定の配置で並べた1枚の画像51として、任意断面断層像構成部120から断
層MPRカラー変換部31に受け渡される。これにより、カラー変換処理を1枚の画像51に対し
て行えばよいため、カラー変換処理を高速に行うことができる。
【００５２】
　断層MPRカラー変換部31は、任意断面断層像構成部120から受け取った断層MPR像51の位
置x、yのピクセルの輝度値をCMPR(x,y)、カラー変換後の赤(R)、緑(G)、青(B)のピクセル
出力値をCMPR(R)(x,y)、CMPR(G)(x,y)、CMPR(B)(x,y)とした場合、以下の式(7)～(9)のよ
うに変換する。カラー変換後の画像51は、合成画像処理部127内のメモリの所定領域に格
納する。
【００５３】
　CMPR(R)(x,y)＝CMPR(x,y)　　・・・(7)
　CMPR(G)(x,y)＝CMPR(x,y)　　・・・(8)
　CMPR(B)(x,y)＝CMPR(x,y)　　・・・(9)
　一方、弾性MPRカラー変換部32は、任意断面弾性像構成部122が生成した直交3断面の2次
元弾性像(弾性MPR画像)44，45，46の位置x、yの弾性値EMPR(x,y)を受け取って、以下の式
(10)～(12)により、弾性MPR画像用のカラーマップを参照し、カラー画像を生成する(ステ
ップ62)。カラーマップは、EMPR(x,y)の値と、それに対応する赤(R)、緑(G)、青(B)のピ
クセル出力値EMPR(R)(x,y)、EMPR(G)(x,y)、EMPR(B)(x,y)との関係を予め定めたテーブル
であり、これを参照することにより、式(10)～(12)によりピクセル出力値EMPR(R)(x,y)、
EMPR(G)(x,y)、EMPR(B)(x,y)を求める。
【００５４】
　なお、直交3断面の2次元弾性像(弾性MPR画像)44，45，46は、直交3断面の断層像(断層M
PR画像)41，42，43と同じ断面の弾性像である。ここでは、3枚の2次元弾性像(弾性MPR画
像)44，45，46を画像51と同じ配置で並べた1枚の画像54として、任意断面弾性像構成部12
2から弾性MPRカラー変換部32が受け取り、処理するものとする。
【００５５】
　EMPR(R)(x,y)＝ETMPR(R)[EMPR(x,y)]　　・・・(10)
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　EMPR(G)(x,y)＝ETMPR(G)[EMPR(x,y)]　　・・・(11)
　EMPR(B)(x,y)＝ETMPR(B)[EMPR(x,y)]　　・・・(12)
　ETMPR(R)：弾性MPR画像用のカラーマップのテーブルデータ(R値用)
　ETMPR(G)：弾性MPR画像用のカラーマップのテーブルデータ(G値用)
　ETMPR(B)：弾性MPR画像用のカラーマップのテーブルデータ(B値用)
　3次元像カラー変換部33は、ボリュームレンダリング部124が、断層像のボリュームデー
タから式(1)～(3)により生成した3次元像47の位置x、yのピクセル値Cout(x,y)を受け取っ
て、以下の式(13)～(15)により、3次元像用のカラーマップを参照し、カラー画像に変換
する(ステップ63)。カラーマップは、Cout(x,y)の値と、それに対応する赤(R)、緑(G)、
青(B)のピクセル出力値Cout3D(R)(x,y)、Cout3D(G)(x,y)、Cout3D(B)(x,y)との関係を予
め定めたテーブルであり、これを参照することにより、式(13)～(15)により3次元像47の
ピクセル出力値Cout3D(R)(x,y)、Cout3D(G)(x,y)、Cout3D(B)(x,y)を求める。
【００５６】
　Cout3D(R)(x,y)＝CT3D(R)[Cout(x,y)]　　・・・(13)
　Cout3D(G)(x,y)＝CT3D(G)[Cout(x,y)]　　・・・(14)
　Cout3D(B)(x,y)＝CT3D(B)[Cout(x,y)]　　・・・(15)
　CT3D(R)：3次元像用のカラーマップのテーブルデータ(R値用)
　CT3D(G)：3次元像用のカラーマップのテーブルデータ(G値用)
　CT3D(B)：3次元像用のカラーマップのテーブルデータ(B値用)
　3次元弾性像カラー変換部34は、ボリュームレンダリング部125が、弾性像のボリューム
データから式(4)～(6)により生成した3次元弾性像48の位置x、yのピクセル値Eout(x,y)を
受け取って、以下の式(16)～(18)により、3次元弾性像用のカラーマップを参照し、カラ
ー3次元弾性像48を生成する(ステップ64)。カラーマップは、Eout(x,y)の値と、それに対
応する赤(R)、緑(G)、青(B)のピクセル出力値Eout3D(R)(x,y)、Eout3D(G)(x,y)、Eout3D(
B)(x,y)との関係を予め定めたテーブルであり、これを参照することにより、式(16)～(18
)により3次元弾性像48のピクセル出力値Eout3D(R)(x,y)、Eout3D(G)(x,y)、Eout3D(B)(x,
y)を求める。
【００５７】
　Eout3D(R)(x,y)＝ET3D(R)[Eout(x,y)]　　・・・(16)
　Eout3D(G)(x,y)＝ET3D(G)[Eout(x,y)]　　・・・(17)
　Eout3D(B)(x,y)＝ET3D(B)[Eout(x,y)]　　・・・(18)
　ET3D(R)：3次元弾性像用のカラーマップのテーブルデータ(R値用)
　ET3D(G)：3次元弾性像用のカラーマップのテーブルデータ(G値用)
　ET3D(B)：3次元弾性像用のカラーマップのテーブルデータ(B値用)
　操作部129は、図4のように画像表示部128の下部に配置された操作パネルを含む。操作
パネルには、合成割合を設定するためのトグルスイッチ21と、MPR画像・3次元像選択スイ
ッチ22とが備えられている。MPR画像・3次元像選択スイッチ22は、図5のような構成であ
り、「MPR画像」と表示されたボタンが選択されているときには、合成割合設定部126は、
トグルスイッチ21で設定された値αをMPR画像合成部35に設定する。一方、「3次元像」の
ボタンが選択されているときには、合成割合設定部126は、トグルスイッチ21で設定され
た値βを3次元像合成部36に設定する。よって、操作者は、MPR画像・3次元像選択スイッ
チ22の操作と、トグルスイッチ21の操作により、容易に所望の合成割合α、βを設定する
ことができる。
【００５８】
　MPR画像合成部35は、断層MPR画像51と、弾性MPR画像54を加算することにより、MPR合成
画像55を生成する(ステップ65)。このとき合成割合αは、操作部129が操作者から受け付
け、合成割合設定部126がMPR画像合成部35に設定したものが用いられる。すなわち、断層
MPRカラー変換部31の変換後のカラーピクセル出力値CMPR(R)(x,y)、CMPR(G)(x,y)、CMPR(
B)(x,y)と、弾性MPRカラー変換部32の変換後のカラーピクセル出力値EMPR(R)(x,y)、EMPR
(G)(x,y)、EMPR(B)(x,y)を下記の式(19)～(21)により合成し、MPR合成画像55のピクセル
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値DMPR(R)(x,y)、DMPR(G)(x,y)、DMPR(B)(x,y)を求める。
【００５９】
　DMPR(R)(x,y)＝(1-α)×EMPR(R)(x,y)＋α×CMPR(R)(x,y)　　・・・(19)
　DMPR(G)(x,y)＝(1-α)×EMPR(G)(x,y)＋α×CMPR(G)(x,y)　　・・・(20)
　DMPR(B)(x,y)＝(1-α)×EMPR(B)(x,y)＋α×CMPR(B)(x,y)　　・・・(21)
　断層MPR画像51は、直交3断面の断層像41，42，43を所定の配置で配列したものであり、
弾性MPR画像54は、対応する直交3断面の弾性像44，45，46を同じ配置で配列した画像であ
るため、上記式(19)～(21)で合成することにより、直交3断面の断層MPR画像51を割合α、
対応する直交3断面の弾性MPR画像54を割合(1-α)で加算した直交3断面のMPR合成画像201
，202，203が得られる(図6参照)。
【００６０】
　同様に、3次元像合成部36は、カラー変換した3次元像47と3次元弾性像48を加算するこ
とにより、3次元合成画像204を生成する(ステップ66)。このとき合成割合は、操作部129
が操作者から受け付け、合成割合設定部126が3次元像合成部36に設定した合成割合βが用
いられる。すなわち、3次元像カラー変換部33の変換後のカラーピクセル出力値Cout3D(R)
(x,y)、Cout3D(G)(x,y)、Cout3D(B)(x,y)と、3次元弾性像カラー変換部34の変換後のカラ
ーピクセル出力値Eout3D(R)(x,y)、Eout3D(G)(x,y)、Eout3D(B)(x,y)を下記の式(22)～(2
4)により合成し、3次元合成画像204のピクセル値D3D(R)(x,y)、D3D(G)(x,y)、D3D(B)(x,y
)を求める。
【００６１】
　D3D(R)(x,y)＝(1-β)×Eout3D(R)(x,y)＋β×Cout3D(R)(x,y)　　・・・(22)
　D3D(G)(x,y)＝(1-β)×Eout3D(G)(x,y)＋β×Cout3D(G)(x,y)　　・・・(23)
　D3D(B)(x,y)＝(1-β)×Eout3D(B)(x,y)＋β×Cout3D(B)(x,y)　　・・・(24)
　上記式(22)～(24)で合成することにより、3次元像を割合β、3次元弾性像が割合(1-β)
で加算した3次元合成画像204が得られる(図6参照)。
【００６２】
　並列配置部37は、得られたMPR合成画像55と3次元合成画像204と並列に配置した画像を
生成し、図6のように画像表示部128に表示させる(ステップ67，68)。
【００６３】
　図6のように、本実施形態では、操作者が設定した合成割合αを用いて合成した断層MPR
画像と弾性MPR画像の合成画像201～203と、合成割合βを用いて合成した3次元像と3次元
弾性像の合成画像204が、並列に同時表示されている。図6の直交3断面のMPR合成画像201
～203では、腫瘍と硬化領域の両方が表示されているため、腫瘍周辺の組織構造や硬さ情
報を容易に把握することで効率的な診断を行うことが可能となる。また、3次元像と3次元
弾性像の3次元合成画像204についても、腫瘍と硬化領域の両方が表示されている。これは
、操作者の設定により、それぞれ異なる最適な合成割合α、βを任意に設定しているため
である。よって、3次元合成画像204で組織構造と硬さ情報を対比させて、より内部を見た
い位置を見定め、MPR合成画像201～203で内部の組織構造と硬さ情報を対比させながら診
断をすることができる。
【００６４】
　一方、比較例として、断層MPR画像と弾性MPR画像の合成割合と、3次元像と3次元弾性像
の合成割合とを予め定めた同一の固定値として得た合成画像301～304を図7に示す。3次元
像と3次元弾性像との合成画像304は、腫瘍と硬化領域のどちらも表示されているが、直交
3断面の断層MPR画像と弾性MPR画像を合成した画像301～304は、腫瘍が硬化領域に上書き
されてしまい組織構造と硬さ情報を対比させながら診断をすることが困難である。
【００６５】
　なお、本実施形態では、操作部129の操作パネルにトグルスイッチと選択ボタンを用い
た例について説明したが、これに限られるものではなく、操作者がトラックボールやエン
コーダボタンを用いて合成割合を決定する構成にすることも可能である。
【００６６】
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　(実施形態2)
　実施形態2について図8を用いて説明する。実施形態2が、実施形態1と異なる点は合成割
合α、βの設定値をそれぞれ示すインジケータ405，406を表示し、インジケータ405，406
を連動させて変更可能な構成とする点である。以下、実施形態1と異なる構成のみ説明し
、実施形態1と同様の構成については説明を省略する。
【００６７】
　直交3断面のMPR合成画像201～203の一つには、これらの合成割合αを示すインジケータ
405が表示され、3次元像合成画像204には、合成割合βを示すインジケータ406が表示され
る。これらインジケータ405，406の画像は、合成画像処理部127が生成し、表示させる。
【００６８】
　合成画像処理部127は、操作者が操作部129を用いて合成割合α、βを設定すると、実施
形態1で述べたようにMPR画像合成部35と3次元像合成部36に合成割合α、βを設定し、更
新するとともに、インジケータ405に合成割合αを、インジケータ406に合成割合βを示す
表示に更新する。
【００６９】
　これにより、インジケータ405，406を視認することによって操作者は、合成割合の設定
状況を容易に把握でき、表示されているMPR合成画像201～204および3次元像合成画像204
を視認して、必要であれば合成割合α、βを変更し、所望する組織構造もしくは組織の弾
性情報を確認しやすい合成画像に変更することができる。よって、効率的な診断を行うこ
とが可能となる。
【００７０】
　また、合成画像処理部127は、合成割合αと合成割合βとを連動させて変更することも
可能である。予め実験等により、MPR合成画像201～204および3次元像合成画像204の合成
割合として適した初期値α、βをそれぞれ求めておく。操作者から操作部129を介して合
成割合α、βの設定を受ける前に、初期値の合成割合α、βでMPR合成画像201～204およ
び3次元像合成画像204を表示するとともに、合成割合α、βをそれぞれ示すインジケータ
405，406を表示する。操作者が操作部129を介して、合成割合αとβの連動設定を選択し
た場合には、合成画像処理部127は、操作者が合成割合αおよびβの値のいずれかを変更
したならば、それと連動して他方の合成割合についても変更する。このとき、初期値の合
成割合αとβの差が保たれるように連動させる。例えば、操作者が合成割合αをα＋ｓに
変更した場合には、連動して合成割合βをβ＋ｓに変更する。
【００７１】
　このように合成割合αおよびβを連動させることにより、MPR合成画像201～203および3
次元像合成画像204の組織の構造情報と弾性情報の見え方を連動して変化させることが可
能になり、効率よく最適な合成割合を探索することが可能になる。
【００７２】
　なお、インジケータ405，406は、プログレスバーや数値で示すものや色で示すものを用
いてもよい。
【００７３】
　(実施形態3)
　実施形態3の超音波診断装置について図9を用いて説明する。実施形態3の超音波診断装
置が実施形態1の装置と異なる点は、複数の断面のMPR合成画像201～203について、断面ご
とに個別の合成割合を設定可能な構成とした点である。他の構成は、実施形態1と同様で
あるので説明を省略する。
【００７４】
　実施形態3の超音波診断装置の動作について説明する。操作部129には、複数のMPR画像2
01，202、203を選択する不図示の選択ボタンがさらに設けられている。操作者が、操作部
129の選択ボタン、MPR画像・3次元像選択スイッチ22およびトグルスイッチ22を用いて複
数のMPR合成画像201，202，203の合成割合α1、α2、α3と、3次元合成画像204の合成割
合βを個別に設定する。合成割合設定部126は、合成割合α1、α2、α3をMPR画像合成部3
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5に設定し、合成割合βを3次元像合成部36に設定する。
【００７５】
　断層MPRカラー変換部31は、任意断面断層像構成部120から直交3断面の断層MPR画像41，
42，43を順次に受け取り、図3のステップ61を3回繰り返すことにより、それぞれの断層MP
R画像41，42，43をカラー変換する。同様に、弾性MPRカラー変換部32は、任意断面弾性像
構成部122から直交3断面の弾性MPR画像44，45，46を順次に受け取り、図3のステップ62を
3回繰り返すことにより、それぞれの断層MPR画像44，45，46のカラー画像を生成する。
【００７６】
　MPR画像合成部35は、設定された合成割合α1、α2、α3をそれぞれ用いて、図3のステ
ップ65を3回繰り返すことにより、合成割合α1、α2、α3のMPR合成画像201，202，203を
それぞれ生成する。他のステップは、実施形態1と同様である。
【００７７】
　操作者が、合成割合を変更する場合、操作部129の選択スイッチにより合成割合を変更
するMPR画像の断面を選択し、トグルスイッチ21により合成割合を設定する。合成割合設
定部126は、変更された合成割合をMPR画像合成部35に設定する。これにより、選択された
MPR画像の合成割合を変更したMPR合成画像を画像表示部128に表示することができる。
【００７８】
　本実施形態3では、選択されたMPR断面の合成割合を変更することにより、断層画像また
は弾性画像が強調された合成画像を表示でき、組織構造と硬さ情報を詳細に得ることが可
能となる。
【００７９】
　例えば、図9は、MPR合成画像201～203のうち1枚のMPR合成画像201のみ他とは異なる合
成割合で合成した例である。MPR合成画像201は、他のMPR合成画像202，203と異なり、弾
性MPR画像が強調表示されているため、硬化領域が強調されている。
他のMPR合成画像202，203および3次元合成画像204は、弾性MPR画像と断層MPR画像の両方
が認識できる合成割合であるため、腫瘍周辺の組織構造と硬化領域の両方が確認できる。
このように、操作者が所望する断面においてのみ、例えば弾性MPR画像を強調することに
より、弾性情報を確認し、他のMPR合成画像では組織構造を認識するといった方法で使用
することができるため、被検体の情報を所望の状態で確認することができる。
【００８０】
　(実施形態4)
　実施形態4の超音波診断装置について図10を用いて説明する。実施形態4の装置は、実施
形態3の装置と同様に、複数の断面のMPR合成画像601、603～610について、断面ごとに個
別の合成割合を設定可能である。実施形態4が実施形態3と異なる点は、3次元合成画像204
を実施形態4では表示せず、MPR合成画像のみを表示し、MPR合成画像がマルチスライス画
像である点である。マルチスライス画像は、基準断面画像(リファレンス画像)601と、基
準断面に直交し、平行な複数の観察断面画像(スライス画像)603～610から構成され、実施
形態4では、これらを並列に表示している。
【００８１】
　リファレンス画像は、ボリュームデータから操作者が任意に決定した断面の画像であり
、スライス画像は1枚以上を任意の位置に設定する。これは、操作者が操作部129を操作し
て、任意断面断層像構成部120および任意断面弾性像構成部122に、リファレンス画像とス
ライス画像の位置および枚数を設定する。合成画像処理部127は、実施形態3と同様に図3
のステップ61，62のカラー変換処理およびステップ65の合成処理を枚数分繰り返すことに
より、断層MPR画像と、弾性MPR画像とを合成したMPR合成画像からなるリファレンス画像6
01とスライス画像603～610を図10のように表示する。
【００８２】
　リファレンス画像601の合成割合αRと、8枚のスライス画像603～610の合成割合αs1～
αs8は、実施形態3と同様に、操作者が操作部129に個別に設定する。合成割合設定部126
は、合成割合αRおよびαs1～αs8をMPR画像合成部35に設定する。MPR画像合成部35は、
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ステップ65の合成処理の際に、リファレンス画像601とスライス画像603～610ごとにそれ
ぞれ設定された合成割合αRおよびαs1～αs8を用いて合成処理を行う。
【００８３】
　図10のリファレンス画像601上のスライスライン602は、各観察断面の位置を示している
。スライス画像607は、あるスライスラインで示された位置のスライス画像を表示したも
のであるが、他のスライス画像と異なる合成割合で合成したため硬化領域が強調表示され
ている。
【００８４】
　操作者は操作部129を用いて、マルチスライス画像の合成割合を設定し、表示された画
像を視認する。操作者が注目すべき部位が含まれており、合成割合の変更を行ってさらに
見たいスライス画像がある場合には、操作者は操作部129を介して選択し、必要に応じて
合成割合αsを変更することができる。これにより、変更後の合成割合で合成されたスラ
イス画像が表示される。
【００８５】
　この操作によって、マルチスライス画像の断面毎に断層画像または弾性画像が強調され
た合成画像を表示でき、組織構造と硬さ情報が断面毎に移り変わっていく様子を詳細に観
察することで、効率的な診断が可能となる。
【００８６】
　なお、実施形態4において、リファレンス画像601を表示せず、スライス画像603～610の
みを表示することも可能である。また、実施形態4において、3次元合成画像をマルチスラ
イス画像とともに表示することももちろん可能である。
【符号の説明】
【００８７】
　21　トグルスイッチ、22　MPR画像・3次元像選択スイッチ、31　断層MPRカラー変換部
、32　弾性MRPカラー変換部、33　3次元像カラー変換部、34　3次元弾性像カラー変換部
、35　MPR画像合成部、36　3次元像合成部、37　並列配置部、101　超音波診断装置、102
　被検体、103　超音波探触子、104　送信部、105　受信部、106　送受信制御部、107　
整相加算部、108　断層画像構成部、109　白黒スキャンコンバータ、110　圧迫計測部、1
11　圧迫制御部、112　モータ制御部、113　RFフレームデータ選択部、114　変位計測部
、115　弾性情報演算部、116　弾性画像構成部、117　弾性像スキャンコンバータ、118　
断層像フレームメモリ、119　弾性像フレームメモリ、120　任意断面断層画像構成部、12
1　断層像座標変換部、122　任意断面弾性画像構成部、123　弾性像座標変換部、124　ボ
リュームレンダリング部、125　ボリュームレンダリング部、126　合成割合設定部、127
　合成画像処理部、128　画像表示部、129　操作部、201～203　MPR合成画像、204　3次
元合成画像、601　リファレンス画像(MPR合成画像)、602　スライスライン、603～610　
スライス画像(MPR合成画像)
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